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緒言 制 癌剤の リンパ組織移行性を高めるために,

各種薬剤において fat emuision化が試みられてお り,

特に動物実験において リンパ移行性の増強が報告され

ている1)。しかし,制癌剤の生体内代謝に関与する酵素

系には種特果性があるので,臨 床例における検討が不

可欠である。本研究では,わ が国において胃癌の術後

補助化学療法剤 として広 く使用 されている Nl,(2‐

tetrahydrofu呼 1)-5‐auorouracil(以 T FT‐ 207と略す)

の油中水滴型 emulsion(FT‐w/o)を 作製し,経 口投

与によるリンパ液および血液移行性について陽溶細粒

剤 FT‐Cと の比較を行なった。

対象 と方法 胃 癌術後の 7例 を対象 とした。FT-207

の emulsionは Nakamoto et a11)の方法により作製し

た。FT,207の投与法は1000mgの 1回経 口投与 とした。

試料 として,投 与前,投 与後30分,60分 ,120分 ,240

分,360分 ,480分 に,あ らかじめ作製 した胸管痩から

の胸管 リンパ液 と末浦静脈血を同時に採取 した。叫 ‐

207の測定は high pressure liquid chromatography

(HPLC法 )にて,そ の活性物質である5‐FUの 測定は

gas chromatography massfragmentgraphy(GC,MF

法)に て預」定 した。

成績 5‐FU濃 度は両剤 ともに胸管 リンパ液血奨中

とも投与後30分で上昇 した後漸増傾向を示 し,120分
～480分で最高濃度に達した(図).FT‐w/oに おける5‐

FU濃 度は FT,Gに 比較 し,胸 管 リンパ液中では投与

後30分～240分で,血 集中では投与後30分～480分で有

意に高かった (p<0.05).

考察 待 J癌剤の組織移行性は制癌剤の組織内濃度の

測定によりなされるが,臨 床例においては,あ る時点

における制癌剤組織内濃度を知ることができるのみで

あ り,経 時的な組織移行の状態は解朔できない。しか

し,胸 管 リンパ液内の制癌剤濃度の測定により,経 時
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図 FT , w /。 またはF■‐G各 100 0 m g経口投与後にお
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的な制癌剤のリンパ組織移行の状態は類推できるの。

FT‐w/oを 経口投与するとFT‐Cの 場合に比較し投与

直後から有意に高いFT‐207および5‐FU濃 度が リン

パ液においてのみならず血装においても得られること

が示された。すなわち,FT‐w/0に おいて,投与後30分
～480分にかけ胸管 リンパ液中の5‐FU濃 度が最小有

効濃度である0.06/g/ml以上の値を維持したことは

胃癌術後において所属 リンパ節や残胃壁内のリンパ紅

織に遺残した癌組織に対して極めて有効な補助化学療

法として期待できると考えられる。
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